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f++病害虫防除の活動( 3 ) ……………………刊 四 回 日 園 圏t
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報 ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ < http 川uいf j
f l 福島県病 害 虫防除所の活動 fukushi ma.j p/> でも見る こ と ができる よ うに なったo i
い ( 2 ) 普通作物 4 

( 福島県病害虫防|徐所主査 久保 田憲二) 工牧草の5作物を対象としている。 Z 
は じ め に イ ネ で はいも ち病が最もE重要 な病害だが， 現地での f
福島県病害虫防除所 は， 195 2 年に 16 所に設置され 発 生 状 況 を 巡回調 査 に よ り 把 握 す る と と も に， t 

たが， その後69 年に は 7 所に， 80 年に は 4所に機構 BLA STAM と 福島県 農 業試験場で開発 し た BLAS- 品
改革され， 86 年に は 1 本所 3 支所(本所 は 郡 山市 TL を用いて， 発生時期 と 発生量の 予 察 を 行 っ てい i

+ 支所 は 福島市， 会津若松市， 原 町市に設置されてい る。 こ の ほかの病害で は ， 紋枯病 と 稲 こ う じ病が予察 ;
f た )体 制となった。 その後， 99 年 4月に は， 郡山市l 上注意すべきもの と してあ げられる。 十
+ ケ所に統合され 2 年 目 を むかえた。 イ ネ の筈虫で は， イ ネミ ズゾウム シとイ ネド ロ オイ +
4 本 県 は ， 北海道， 岩手県に次いで 3 番 目 に広い蘭積 ム シが初期害虫として重要であ り ， 積算温度に基づい +
; を有しているので， 郡 山市が県の ほ ぼ真 ん中に位置し た防除適期に関する情報を提供している。 ; 
; ている と はいえ， 所要時聞が片道 3 時間弱 ほどの調査 福島県で は ， 1996 年から直播栽培に本格的に 取 り ;
3 地点もある。 しかし， ハイウ ェ イをフノレに活用しなが 組み始めたが， その中でイ ネ ヒ メ ハ モ グリパエとイ チ 3
+ ら， 県 内を縦横無尽に走 り回って植物防疫業務を行っ モンジセセリの被害が集中したため， 特に注意を は ら +
品 ている。 っている。 イ チモンジセセリに関しては， 民業試験場 品
; 1 組織の現状 と 協力して， 背色粘着トラッ プを設置し， 発生時期 と ;

ー除所 所長 名 次長 名 鵬 印予知行
課長 l 名， 予 察 課長l 名， 事 務 職1 名， 職 員 11 名 また， 1999 年に太平洋沿岸地帯で多発生して， r青 +

(合計 16 名 ) という体 制であるが， こ の他に農業試験 立 ち 」 症状まで引き起 こ したクモへリカ メ ム シについ +
場に 2 名 ， 果樹試験場に 1 名 ， 発生予祭事業に従事す ても， 7 月以降の発生動 向に特段の注意を は らってい +
る職員が兼務で配置されている。 11 名のl隊員 は， 予 る。 rj 察側 名 指導課5;ß f;:: 5tかれ一 一通 川一一び病 牧町 一の ;
作物担当 4名， 果樹担当 3 名， 野菜 ・ 花き担当 4名に 発生動 向に留意した調査を行っている。 t

+ 分かれてお り ， 各専門 ご と に発生予祭事業に係わる調 ( 3  ) 果樹 + 
+ 査を行っている。 果樹で は， リン ゴ， モモ， ナシの 3 樹種を主な調査 +
+ 2 発生予察事業の概要 対象 と してお り ， この他に オウ ト ウ， ブドウ， カキも ;
; ( 1 ) フ ア ピ イ について 調査を行っている。 ; 
; 巡回調査 などに基づいて得られたデータから， 発生 リン ゴの病害では， 斑点落葉病と黒星病が予察上重 ;
+ 予察情報や病害虫防除情報を作成し， 発表を行ってい 要なものであったが， 薬剤防除が 無 ボjレドー液体系に +
4 るが， 誰でもフ ァ クスから取 り 出せる シ ス テ ムとし 移行する中で， 褐斑病が問題化してきている。 モモで 品
i て， フ ァ クス ボックスを 1997 年から導入し， rフ ァ ピ は灰星病 と せん孔細菌病が， ナ シで は 黒星病 と 黒斑病 l
; イ J (川(Ful川Ikushi羽l日111叫1
t 1nぱ1吋foωr印.百川matlO叩n の頭文字から名付けた ) と いう愛称で 4 福島県の中でも果樹士地也帯として知られている， 福島 +; 年 目を むかえている。 過去 3 年における アクセス件数 市を中 J心心とした県北地方で は， リン ゴ と モモ， ナ シ に :
4 は， 年問平均約 2，0∞0∞0 件前後と な つ ている。 おいて， 近年大面積で交信か く 乱法に よ る害虫防除に も
; なお， 防除所で は 独 自 にインター ネ ットの ホームペ 取 り 組んでいる。 したがって， それまでフ ェ ロ モント ;
i ー ジを作成していないが， フ ア ピィに登載した 内 容 ラップで把握していた害虫の発生推移がとらえられな ;; を 一 一一 山却水産情 く な り 吋山の把ー … また j

交信かく乱法に よ り ， 殺虫剤の散布が軽減されるが +
それに よ り 従来あま り 問題 と ならなかった害虫の発生 4t The Act 
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-綴聖書!R発生識変
@発生実態の把握

制品県内町立i也長件や殺培長I'fの興
な る地点を対皐に し て病害虫の時生時

期や尭生程度 を 調査 し ま す， ま た ! 県

内の病苫虫訪除ぬ を 通 じ て主要作物の

先生割、況をlE躍 し ま す.

窃発生要因の解析
F察灯やフ ェ ロ モ ン ト ラ y プを 利

閉 し て帯虫白紙観世 を 概査 し 、 害!lt
の托生WH是を明 ら か に し ま す@ ま た

t 、 も ちゃiの発生を予測す る た め に ア

メ グ ス 気皐 デ ー タ 'þ結露剖 の デ ー タ

を晶め ま す，

‘歩調車IJf<作句
信過作物 儲 2医、 x奴. 少 令 ガ イ 毛布
w. 附 リ ノ ゴ �モ。 ナシ、 3り キ符
!f 喜 <.邑 ウ リ ト マ ト ヒ ωマ ン イ チゴ

サ ス Å似 キ ャ ベ ツ ネギ他
'/� I! �ク リ ン ド ワ 脊
そ の 他 牧f，t ftI! 

。フェロモントラップ銅査対象衛'"
= カ メ イ '# コ ナ プザ オ 苛 タ "コ M ハスモンヨ

E予感1胃弱、 防除情報の作成
調査デ} タ と 主t車予知 を も と に 今植の

州事出の先生3誌 を 予 測 し . 予察情報や!lî除

情報を発表 し ま す.

こ れ ら の情報は福島県偶者虫紡除情相

「 フ ァ ピ ィ J で ど な た で も フ ァ ク ス で 取 り

t1\せます.

-滋E霊遜iE使用のt躍進

.I'i電器E担の診断
腿韓改良普及七 ン タ ー や 段 協 な ど を通 じ て 的

特虫の日夕断1食事Hが あ り ま す . さ ま ざ ま な検査を

お こ な い 、 耐'占虫の楓膏lをf刈 べ ま す. その結*

か ら 拙特 を 予 測 し 防除の�!百、 防除法な ど を

問事 し ま すー

版事E服売墨書 防除串古に対す る 指噂を

行い ま す. ま た 、 牒誕の安全使I!I指導と し

て . 毘1ぬ県農作物荊響虫防除草申の作成や

各磁の講沼会を 開 l起 し ま す.

+ ; 
+ 
+ 
+ 
+ ; 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

i 
+ 
+ 

図 - 1 初1訓話病害虫防 除所の�覧
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のに なる。 これらのことから， 県北地方に対 し ては，
ほかの地域とは異 なった発生予察情報および防除情報
を提供する必要性が生 じ ている。

( 4  ) 野菜; 野菜では， 従来はキ ュ ウリとトマトだけを対象作物
品 と し ていたが， 1997 年からはイチ ゴ， ピ ーマン， ア; ス パラガス ， サヤイン ゲン， グイコン， キ ャ ベツ， ネ; ギを追加 し， 今年からはこれらに加えてナス も 対象と
; するよ う に なった。
+ キ ュ ウリで問題と なる病害は， う ど んこ病， べと
+ 病， 炭そ病， 褐斑病が主であるが， ウイル スによる急; 性萎 凋症の発生が大き な問題となる時 も ある。 害虫で; は， ハダニ類が最 も 防除に苦労 し ている。 野菜にお い
十 ては防除体系が しっか り と確立されてい な い。 そのた
+ め， まず夏秋キ ュ ウリでの防除体系を確立することを
+ 目 指 し て， 昨年から夏秋キ ュ ウリの主産地にお い て，; 定植直後の5 月下旬から 1 0月中旬まで， 週 1 回調査; を実施 し， 病害虫の発生推移を把握するとと も に， 炭
十 家の薬剤防除実績を報告 し ても らっている。
+ トマトの病害では， 葉かび病と灰色かび病が主と し
品 て問題となるが， ここ数年は これに加えてトマ ト 黄化z えそウイル スが時折大発生 し て問題となっている。 害; 虫では， 栽培後期にオンシツコナジラミとオオタバコ
; ガが問題となる。 オ オタバコガでは， フ ェロモントラ

ツ プを県 内 7 ケ 所に設置 し ている。 多 いとこ ろ で誘殺 ;
数が年間 1 0頭と い う 少なさに も かかわらず， 8 月以 ;
|経被害果率が5%を超える場合があ り ， 予察に苦慮 し ;
ている。

イチ ゴの調査は， 1 0月から翌年 5 月まで行ってい
るが， 冬期間は大雪によ り し ば し ば調査閲場に行 く こ
とを断念することがある。 し か し ， 厳寒期から春先に

+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 
+ 

かけて， ハダニ類や オンシツコナジラミ， ミカンキイ ; 
ロア ザ、ミウマが急激に増殖することがあるので， 雪道 ;
を細心の注意をはら い ながら出かけている。 オンシツ ;
コナジラミとミカンキイロアザミウマにつ い ては， い
まのとこ ろ発生予察調査基準が設定されてい な いが，
今後 「発生予察調査基準の改普及び新規策定事業」 の
中で設定することと し ている。

+ 
+ 
+ 

; 
+ 

(5 ) 花き + 
花きの対象作4勿は， キクとリンドウの 2 つである。 +
キクでは， ハ 夕、、ニ類， ミカンキイロアザミウマ， ナ ;

モグリパ エ， オ オタバコガが問題となっている。 ; 
リンドウでは， 褐斑病と葉枯病の 2 病害と， ハダニ f

類， リ ンドウ ホ ソ ハマキ， アザミウマ類などの害虫に ;
注意をはらって調査を行っている。

3 そ の他

( 1 )  病害虫の診断・ 同定
昨年の病害虫防除所の統合に際 し， 従 来 各試験場に

+ 
+ 
，j. 
+ 
+ 
+ 
+ 
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; 依存 し て い た病害虫の診断 ・ 同定業務 を， 防除所の主 べ て み た い。 ; 
; 要な業務のーっ と し て と ら え， 積僅的に展開 し て い く 福島県病害虫防除所の職員 と し て， 基本的に必要な ;
+ こ と に な っ た。 の は， 第一に休力であ り ， 次 い で視力が良い こ と ， 第 +
; 昨年 刊
; が， 野菜類 と 花 き 類がそ の大音部11分 を し め て いた。 診断 い る 。 4刊0 歳 を む か え た 私 と し て は， 目 の近焦点E距巨離 ;
? 結果で多 い の は， ウ イ ル ス と 糸状菌 に よ る 病害で， 合 が徐々 に遠 く な つ て き て い る が (簡単 に い え ば， 老限 ;
f わ せ て 全体の 6 割程度であ つ た。 が進行 し て い る ) ， ま だ数年 は 防除所でがん ば り た い す
+ ( 2 ) 薬剤感受性検定 と 思 っ て い る 。 +
; 病害虫の薬剤感受性検定は， 防除所独自 では困難で と こ ろ で福島県は東北地方の最南端に位置 し て い る ;
; あ る が， 各試験場 と 協力 し なが ら ， ノ 、 タφニ類に つ い て が， 病害虫の発生を見て い る と ， ど ち ら か と い う と 北 1
f のみ実施 し て い る 。 果樹では， 福島県果樹試験場の協 関東に近い も のがあ る 。 そ の意味では， 病害虫 は 「 白 ?
4 力 を得て， リ ン ゴの リ ン コ叩ハ ダニ と ， ナ シの ナ ミ ハ ター 河の|刻j を越 え て き て は い る が， 仙台平野以北へ は な を
+ ニ に つ いて 行 っ て い る 。 野菜で は ， 福島県民業試験場 かなか侵攻で き な い よ う であ る 。 し た が っ て ， 福島県 +
; に協力 し て， ィ チ ゴ の ハ タ+ニ類に つ い て 実施 し て い は病害虫の発生動向 を 見 る 場合， 関東以南の状況を注 ;
; る 。 意す る こ と と な る 。 こ のた め， 近 く は関東東山， 遠 く ;
; お わ り に は九州 の病害虫研究会 な ど に顔 を 出 す こ と に な る 。 も ;
f 堅苦 し い話に終始 し て し ま っ た が， リ レ ー 随筆 と い し福島県病害虫防|徐所の職員 を見か け た 際 に は ， 気軽 十
+ う こ と な の で， 最後につれづれな る ま ま に言葉 を な ら に 声 を か け て い た だ き た し 三。 +

・いし+++++++++++++。を咋++++++<-10++++++++++++++'*、++++of吋宇++++，'*"+'*咋++++of咋e号。+ofo>

芳{jlJfl 書 生物農薬 ガ イ ド ブ ッ ク 1999
社団法人 円 本植物防疫協会 編 A 5 判 口絵 カ ラ ー 21 頁 本 文 1 58 頁

定価 2 ， 1 00 円税込み (本体 2 ， 000 円 ) 送料 310 円

生物農薬 (BT 剤 を除 く ) に つ い て の概論 と 利用で き る 各剤の成分 ・ 特徴 ・ 適用 内 容 ・ 使用 方法 ・ 使用上
の注意点 ・ 使用例の デー タ に つ い て 詳 し く 解説。 口絵では， 剤 ご と のパ ッ ケ ー ジ ・ 内容物 ・ 対象病害虫雑草 ・
処理場面な ど を掲載 し， 生物農薬の実用誌 と し て， 技術指導書 と し て最適です。

お 申 し込み は直接当協会へ， 前金 (現金fl儲 ・ 濁1使振替) で 申 し 込 む か， お近 く のllil苫でお取 り 寄せ 下 さ い.

社団法人 日 本植物防疫協会 出版情報グループ 干 170-8484 東京都鐙烏区駒込 1-43-11

郵便振替 口座 00110-下177867 TEL (03) 3944-1561 (代) FAX (03) 39'14-2103 メ ー ル : order@jppa.or.jp 

庁予戸の桓持参t要書ラ ゲ プラ グ ー 各 IJIf と も ß 6 判 定価 1 ， 3 26 円税込み (本体 1 ， 263 門 )

イ ネ い も ち 病 を 探 る 口絵 2 頁 + 本文 174 頁 小野小三良1\ �富 (送料 240 円)

作物の病気 を 防 ぐ く す り の話 本文 121 頁 上杉 康彦 若 (送料 240 円 )

虫 た ち と 不思議 な 匂 い の世界 本文 187 頁 玉木 佳男 著 (送料 240 円 )

日 本 ロ ー カ ル 昆 虫記 本文 220 頁 今村 和夫 著 (送料 310 円 )

ミ ク ロ の世界 に 魅せ ら れ て 本文 221 頁 後藤 正夫 箸 (送料 310 円 )

茶の効用 と 虫の害 本文 1 66 頁 刑部 勝 者 (送料 240 門 )

リ ン ゴ害 虫 の今昔 本文 270 :R 奥 俊夫 平年 (送料 3 1 0 内 )

お 申 し込み は 直接当協会へ， 前金 (現金型JF儲 ・ 郵便振後) で申 し込むか， お 近 く の鈴底でお取 り 寄せ下さ い.
社関法人 臼 本稿物防疫協会 出版情報 グ ル ー プ 干 170-8484 東京都鐙鮎区駒込 1・43- 1 1

郵便振替口� 00110-7-177867 TEL (03) 3944-156l (代) FAX (03)3944叩2 10:� メ ー ル : ord印 刷ppa.ol・.JP
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